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図1漂着場所（高岡市太田》
富山湾（富山県側）の鯨類については2002年から漂
着調査等が継続的に行われている（南部ら，2002
2003,2004,2005,2006,2007,2008；関ら，2005)。本報
告では2008年に富山湾（富山県側）で確認した鯨類
の漂着について報告する。
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富山湾で確認された鯨類
2008年の富山湾での鯨類の確認状況等は下記のl例
である。
マイルカ科Delphinidae
カマイルカLage"oγ/りﾉ"cﾙ"so6"9"/火"s
場所：高岡市太田の波打ち際(図1，図2）
確認日：2008年4月12日
状況：4月12日に地元住民により漂着個体（死体）が
発見される。4月15日高岡土木センター海岸班により
確認された。4月22日に南部（富山市科学博物館）に
より，計測，写真撮影後，高岡市衛生公社により解体
され，焼却処分された。頭骨は富山市科学博物館で保
管している。
計測値：体長213cm，メス
図2漂着したカマイルカ
海岸（砂浜）で漂着が記録されている。この範囲内で，
カマイルカの他に，ミンククジラBa/αe"｡p/”α
αc"/o『“""α1頭（南部ほか，2004）ハナゴンドウ
G『α"ゆ"s9両se"s1頭（南部ほか，2008)，ハンドウ
イルカ乃汚jQpsか""car“1頭（南部ほか，2002)，オッ
トセイ“"o,ﾙﾉ""s‘"w""s1頭（南部ほか，2000）の
海棲ﾛ甫乳類の漂着が記録されている。
今回確認されたカマイルカは富山湾では既知種であ
り，湾内で群，漂着個体が記録されている（表l)。カ
マイルカの漂着は本報告を含み，8件8個体（オス3個
体，メス5個体）の記録があり，富山湾西側から7個体
東側でl個体と西側での記録が多い。西側では，今回
の確認地点を含む氷見市窪～高岡市太田の約54kmの
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表1富山湾におけるカマイルカの記録（富山県側；
富山湾の海域 年月日 場所 状況 体長(c、 引用
富山湾東
2006年4月30日
2001年4月20日
2003年5月16日
2004年4月11日
2006年5月10日
2002年2月27日
20()1年5月15日
黒部市宮崎鼻沖
魚津市三ケ
魚津市三ケ
魚津市片貝川河口沖～
黒部市経田沖
魚津市魚津港沖
富山市岩瀬港沖
新湊市富山新港沖
群(約1000）
群
メス＊
群
群(3)
群
群
201
南部ら（2007》
南部ら（2002；
南部ら（2004；
南部ら（200鐸
南部ら（2007》
関ら（2005）
関ら（2005）
富山湾西
2002年4月2日
2006年4月30日
2006年5月8日
2006年5月14日
2()08年4月12日
2000年4月21日
2()05年6月21日
2006年5月13日
2006年5月15日
2()()6年5月
高岡市太田
高岡市太田
高岡市太田
高岡市太田松太枝浜
高岡市太田
氷見市氷見漁港沖
氷見市松田江浜
氷見市窪島尾海岸
氷見市柳田島尾海岸
氷見市沖
*漂着死体
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